
みなさんと事業主に
納めていただく
保険料
16億5,371万円

みなさんの
医療費や出産時の
給付金など
9億2,427万円

前年度決算からの
繰越金
1億5,572万円
その他
調整保険料、
国庫負担・補助金、
健康保険組合連合会から
の交付金、雑収入

7,525万円

事務にかかる経費
3,746万円

その他
全健保組合が負担する
健康保険組合連合会へ
の拠出金、連合会費、
雑支出など

2,623万円

健診などの
健康づくりに
使われる
保健事業費
1億373万円

6億3,591万円

高齢者医療制度を
支えるための納付金

決算残金5,901万円は、次年度への繰越金および準備金への追加積み立てといたしました。

　健保組合の主な財源である保険料は、被保険者数が前年度比2.7％減少したことに伴い、1.2％減少しました。
　対する支出は、みなさんの医療費等にあてられる保険給付費は前年度比0.6％減、高齢者医療制度への納付金は
同0.4％減と、被保険者数の減少により減少しました。しかし、被保険者１人当たりの負担額で見ると、いずれも
同２％以上増加しており、実質的には負担が増えている状況です。また、疾病予防事業に充てられる保健事業費
として1億373万円を計上し、特定健診や保健指導などの取り組みを進めました。
　令和5年度は収支の悪化により、実質的な収支状況を表す経常収支ベースでは1,742万円の赤字を計上しました。
なお、収入の不足分は前年度決算からの繰越金で補てんしました。

　介護保険は40歳以上の全国民が加入し、地方自治体が運営しています。健保組
合では介護保険第２号被保険者の介護保険料の徴収事務を代行しています。

総額  18億8,468万円
収入

総額  17億2,760万円
支出

令和５年度決算をお知らせします

科　　目 決算額
介護保険収入 1億3,600万円
繰越金 5,564万円

合　　計 1億9,164万円

科　　目 決算額
国に納付する介護納付金 1億3,263万円

合　　計 1億3,263万円

介護保険の収入支出決算 介護勘定

収入 支出

決算残金
1億5,708万円は、
次年度への繰越金
および別途積立金
に追加積み立てい
たしました。
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経
常
収
入
９
兆
53
億
円（
前
年
度
比

３
８
９
１
億
円
増
）
に
対
し
、
経
常
支
出

９
兆
６
６
３
１
億
円（
同
４
８
４
８
億
円
増
）

と
な
り
、
健
保
組
合
全
体
で
経
常
収
支
差
引

額
は
▲
６
５
７
８
億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
前
年
度
に
続
き
２
年
連
続
の
大

幅
な
赤
字
で
、
赤
字
組
合
数
は
１
１
９
４
組

合（
同
１
０
３
組
合
増
）で
全
体
の
約
９
割
、

赤
字
額
は
９
５
６
億
円
拡
大
し
ま
し
た
。

　
保
険
給
付
費
は
令
和
４
、５
年
度
の
医

療
費
の
高
い
伸
び
や
著
し
い
変
動
が
懸

念
材
料
と
な
り
、
５
兆
７
５
６
億
円（
同

２
９
４
５
億
円
増
）と
例
年
に
比
べ
高
め
の

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

拠
出
金
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
到
達
す

る
影
響
に
よ
り
、
３
兆
８
７
７
４
億
円（
同

１
７
０
１
億
円
増
）と
な
り
ま
し
た
。
高
齢

者
拠
出
金
の
う
ち
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
は

１
兆
６
０
０
３
億
円（
同
８
６
６
億
円
増
）、

後
期
高
齢
者
支
援
金
は
２
兆
２
７
６
９
億
円

（
同
８
３
５
億
円
増
）と
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き

保
険
給
付
費
、
高
齢
者
拠
出
金
が
増
加

前
年
度
に
続
く
大
幅
な
赤
字
に

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
収
入
は
8
兆
８
８
５
１
億
円（
同

３
８
１
１
億
円
増
）が
見
込
ま
れ
ま
す
。
被

保
険
者
数
の
堅
調
な
伸
び
と
と
も
に
、
賃
金

引
上
げ
の
追
い
風
・
効
果
が
反
映
さ
れ
た
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
均
保
険
料
率
は
令
和
元
年
度（
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
前
）に
比
べ
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額
が
回
復
・
改
善
に
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
被
保
険
者
数
が
過
去
最
高
と
な
る
な

ど
、
保
険
料
収
入
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る

好
材
料
が
多
い
も
の
の
、９
・
３
２
％（
同
０
・

０
５
ポ
イ
ン
ト
増
）で
過
去
最
高
と
な
り
ま

し
た
。

　
収
支
均
衡
に
必
要
な
実
質
保
険
料
率
は

10
・
２
７
％
（
同
０
・
１
７
ポ
イ
ン
ト
増
）、

料
率
を
引
き
上
げ
た
健
保
組
合
は
１
５
０
組

合（
同
15
組
合
増
）、
協
会
け
ん
ぽ
の
平
均

保
険
料
率（
10
・
０
０
％
）以
上
の
料
率
を
設

定
し
て
い
る
健
保
組
合
は
３
３
３
組
合（
同

20
組
合
増
）で
全
体
の
24
・
６
％
に
達
し
て

お
り
、
現
役
世
代
の
負
担
が
ま
す
ま
す
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
収
入
は
33
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
令

和
６
年
春
闘
の
高
い
回
答
結
果
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
、
保
険
給
付
費
の
伸
び
率

が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
プ
ラ
ス
要
因
は

見
込
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
１
％
の
賃
上
げ

は
８
０
０
億
円
程
度
の
保
険
料
収
入
に
相
当

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
赤
字
の
解
消
に
至

る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
高
齢
者
拠
出
金
の

増
加
も
続
い
て
お
り
、
全
体
と
し
て
厳
し
い

収
支
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
か
ら
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
り
始
め
、
令
和
７
年
ま

で
後
期
高
齢
者
と
高
齢
者
拠
出
金
が
急
激
に

増
加
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
ペ
ー
ス
は
鈍

化
す
る
も
の
の
高
齢
者
の
増
加
は
続
き
、
高

齢
者
拠
出
金
も
増
え
続
け
る
見
通
し
で
す
。

さ
ら
に
、
支
え
手
と
な
る
現
役
世
代
は
減
少

し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
現
在
の
制
度
の
維
持
は

極
め
て
困
難
な
状
況
に
な
り
ま
す
。

　
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
、
能
力
に
応

じ
て
全
世
代
が
支
え
合
う
、
全
世
代
型
社
会

保
障
の
構
築
に
向
け
た
改
革
は
急
務
で
す
。

高
齢
者
拠
出
金
の
増
加
は
続
く

健
保
組
合
の
約
９
割
が
赤
字
、

平
均
保
険
料
率
は
過
去
最
高
に

令
和
６
年
度
健
保
組
合
予
算
早
期
集
計
結
果

　
健
康
保
険
組
合
連
合
会
（
以
下
健
保
連
）
が
発
表
し
た
「
令
和
６
年
度
健
康
保

険
組
合
予
算
編
成
状
況
―
早
期
集
計
結
果
（
概
要
）
に
つ
い
て
―
」
に
よ
る
と
、
約

９
割
の
健
保
組
合
が
経
常
収
支
で
赤
字
、
全
体
の
経
常
収
支
は
▲
６
５
７
８
億
円
の

赤
字
の
見
通
し
で
、
平
均
保
険
料
率
は
過
去
最
高
と
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

※�

予
算
デ
ー
タ
の
報
告
が
あ
っ
た
１
３
５
３
組
合
の
数
値
（
令
和
６
年
３
月
22
日
時
点
）
を
も

と
に
、
４
月
１
日
時
点
に
存
在
す
る
１
３
７
９
組
合
の
財
政
状
況
を
推
計
。

高齢者拠出金の動向と見通し（粗い試算）

1）加入者数と標準報酬総額（令和6年度概算額ベース）を固定したごく粗い試算である。
2）当年度納付額＝「当年度概算額」＋「2年前の精算額」（＊2年前の精算額＝「2年前の確定額」－「2年前の概算額」）
3）納付額の対前年度増加（減少）額＝概算額の対前年度増加（減少）額＋（2年前の精算額－3年前の精算額）
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＊６年度の概算額は３兆7,400億円、２年前の精算額は＋1,100億円。
　なお、７年度の概算額ベースでの対前年度増加額は1,200億円（推計）。
＊７年度以降は、概算額の対前年度増加額と当年度概算額（推計）である。
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